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宮
崎

初
の
宮
崎
県
開
催
に
全
国

名
が
集
結

今
後
の
行
事

日
本
ホ
ル
協

社
員
補
欠
選
挙

当
選
者

ＧｅｎＩＵＳ活用して優良後継牛確保を
厳しい酪農を改良面からアシスト

（一社）日本ホルスタイン登録協会　　会長　前田　勉

酪
農
家
の
窮
状
、　
　
　

国
の
支
援
対
策
に
期
待

「
改
良
は
、進
む
は
遅
い

が
退
く
は
速
し
」　
　
　

自
動
登
録
推
進
と
　

新
た
な
情
報
の
提
供

パ
ネ
ラ
ー
に
細
野
淳
氏

（
ア
ル
タ
ジ
ャ
パ
ン（
株
））

序
列
付
け
と
審
査

講
評
技
術
を
研
修

酪
農
講
演
会
を
開
催

好
ま
し
い
審
査
手
順
の
研
修

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報 （４）第２５８４号 （第３種郵便物認可） ２０２４年（令和６年）１月日

ジャジングスクール参加者集合写真（年月２日　都城地域家畜市場にて）

パ
ネ
ラ
ー
の
細
野
氏

座学研修を受ける一般クラスと学生

認定ジャッジマンと候補生による序列付けの様子

　
社
員
辞
任
に
伴
う
補
欠
選

挙
が
熊
本
県
で
１
月

日
に

実
施
さ
れ
、
無
投
票
で
当
選

者
が
決
定
し
た
の
で
公
示
し

ま
す
。
【
敬
称
略
】

◇
第

区
（
熊
本
県
２
）

石
本
　
幸
一

◇
令
和
５
年
度
社
員
会
議

　
＜
東
日
本
＞
令
和
６
年
２

月
９
日
（
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
品
川
）
、
＜
西
日
本
＞
２

月
２
日
（
福
岡
朝
日
ビ
ル
）

◇
令
和
５
年
度
冬
期
登
録
事

務
担
当
者
会
議

　
１
月

日（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

◇
第
３
２
１
回
理
事
会

　
３
月

日
（
ビ
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
品
川
）

◇
第
３
２
２
回
理
事
会

　
５
月

日
（
ビ
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
品
川
）

◇
第
３
２
３
回
理
事
会

　
６
月

日
（
ビ
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
品
川
）

◇
第

回
通
常
総
会

　
６
月

日
（
ビ
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
品
川
）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
酪
農
家
並
び
に
酪
農

関
係
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
当
協
会
事
業
に
対
し
ま
し

て
、
多
大
の
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
も
引
き
続

き
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
、

ご
指
導
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
元
日
早
々

に
石
川
県
能
登
地
方
で
震
度

７
の
大
地
震
が
発
生
し
、
大

き
な
揺
れ
と
２
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
大
き
な
津
波
の
発
生
、

土
砂
崩
れ
や
家
屋
倒
壊
等
に

よ
っ
て
多
く
の
人
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
私
も
よ
く
存
じ

て
い
る
能
登
半
島
先
端
の
酪

農
家
で
は
牛
舎
倒
壊
と
畑
地

の
大
き
な
地
割
れ
、
そ
の
近

隣
酪
農
家
で
も
数
日
間
は
停

電
と
断
水
で
大
変
苦
労
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
す
ぐ

に
救
済
の
お
手
伝
い
が
で
き

ず
に
大
変
申
し
訳
な
く
悔
し

い
思
い
で
一
杯
で
す
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し

て
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の

皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
、
１
日
も
早
く
復

旧
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
来
の
世
界
的
な
社

会
情
勢
不
安
や
気
象
変
動
等

の
影
響
は
、
わ
が
国
で
も
円

安
に
よ
る
物
価
高
騰
を
招

き
、
国
民
生
活
は
勿
論
で
す

が
、
酪
農
業
界
で
は
飼
料
・

資
材
の
多
く
を
輸
入
に
依
存

し
て
き
た
た
め
、
購
入
飼
料

価
格
が
高
騰
す
る
一
方
で
、

牛
乳
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

に
向
け
た
生
乳
の
生
産
調
整

と
子
牛
販
売
価
格
の
下
落
等

の
大
幅
な
収
入
減
と
い
う
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
令
和
の
酪
農
危
機
」

は
酪
農
家
の
離
農
に
拍
車
を

か
け
、
離
農
割
合
は
前
年
の

１
・
５
倍
に
も
増
大
し
ま
し

た
。

　
生
産
者
団
体
や
乳
業
メ
ー

カ
ー
の
努
力
で
、
飲
用
向
乳

価
の
年
２
回
引
上
げ
や
国
か

ら
も
畜
産
・
酪
農
緊
急
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
末
に
は
令
和
６
年

度
の
農
林
水
産
関
係
予
算
が

決
定
し
、
酪
農
経
営
安
定
対

策
の
増
額
や
国
産
飼
料
の
増

産
・
安
定
供
給
対
策
、
乳
用

牛
改
良
推
進
や
持
続
的
生
産

の
た
め
の
支
援
対
策
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
窮
状

が
い
く
ら
か
で
も
好
転
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
離
農
農
家
の
増
加
は
、
当

協
会
の
登
録
事
業
に
も
大
き

く
影
響
し
、
特
に
都
府
県
に

お
け
る
血
統
登
録
頭
数
は
前

年
同
期
に
比
べ
て

％
と
大

幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
酪
農
家
各
位
も
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
「
乳
牛

改
良
は
、
進
む
は
遅
い
が
退

く
は
速
し
」
で
、
改
良
の
基

本
で
あ
る
登
録
を
一
旦
止
め

て
し
ま
う
と
血
統
（
素
性
）

が
曖
昧
に
な
り
、
知
ら
な
い

う
ち
に
強
い
近
親
交
配
や
遺

伝
病
保
因
に
な
る
可
能
性
が

大
き
く
、
そ
の
結
果
、
生
ま

れ
て
き
た
雌
子
牛
の
発
育
減

退
や
泌
乳
能
力
の
減
少
、
奇

形
等
の
遺
伝
病
を
発
症
す
る

危
険
度
が
上
昇
し
ま
す
。
血

統
登
録
を
し
て
的
確
な
交
配

を
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

マ
イ
ナ
ス
要
因
を
未
然
に
防

げ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ

だ
け
で
も
よ
り
優
良
な
後
継

牛
を
残
す
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
本
年
も
、
安

価
で
申
込
書
不
要
の
「
自
動

登
録
」
の
普
及
拡
大
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
牛
群
検
定
農

家
に
お
い
て
育
成
牛
の
Ｓ
Ｎ

Ｐ
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
牛
群
遺
伝
情
報
と

併
せ
て
、
昨
年
８
月
か
ら
は

当
協
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に

「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情
報
利
活
用

シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ


ジ
ー
ニ
ア
ス
）
」
と
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
評
価
速
報
値
の
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
前
者
は
牛
群

内
の
雌
牛
遺
伝
評
価
値
一
覧

と
遺
伝
的
傾
向
（
全
国
平
均

と
の
比
較
）
、
近
交
係
数
の

傾
向
、
未
経
産
牛
の
ゲ
ノ
ミ

ッ
ク
遺
伝
評
価
値
グ
ラ
フ
等

を
分
か
り
や
す
く
可
視
化

し
、
後
者
は
個
体
の

桁
番

号
に
よ
っ
て
、
家
畜
改
良
セ

ン
タ
ー
か
ら
毎
週
提
供
さ
れ

る
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
速
報
値

に
つ
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
簡
単
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
多
く
の
種
雄

牛
と
の
近
交
係
数
を
検
索
で

き
る
近
交
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｗ

ｅ
ｂ
や
検
定
成
績
証
明
の
自

動
継
続
農
家
が
利
用
で
き
る

登
録
・
審
査
・
検
定
証
明
等

の
情
報
を
集
約
し
て
参
照
が

で
き
る
「
登
録
情
報
活
用
シ

ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ

ラ
イ

ア
ス
）
」
等
、
１
つ
進
化
し

た
乳
牛
改
良
情
報
シ
ス
テ
ム

を
是
非
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
明
日
さ
ら
に
将
来
に
向

け
て
、
よ
り
優
良
な
牛
群
基

盤
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
第

回
北
海
道
全
共
ま
で

あ
と
１
年
９
か
月
と
な
り
ま

し
た
。
当
協
会
で
は
、
大
会

の
成
功
に
向
け
て
万
端
の
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
に
は
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と

も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

協
議
会（
中
六
角
保
広
会
長
）

は
、

月
１
日
・
２
日
の
２

日
間
、
宮
崎
県
乳
用
牛
改
良

同
志
会
（
今
山
陽
一
会
長
）

並
び
に
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
・

Ｊ
Ａ
都
城
の
協
力
の
も
と
、

令
和
５
年
度
ジ
ャ
ジ
ン
グ
・

ス
ク
ー
ル
を
「
都
城
地
域
家

畜
市
場
」
に
お
い
て
開
催
し

た
。

　
会
場
と
な
っ
た
都
城
地
域

家
畜
市
場
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
惜
し
く
も
開
催

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
第


回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
九
州
・
沖
縄
大
会
の

開
催
予
定
会
場
で
あ
り
、
屋

内
審
査
場
や
係
留
場
な
ど
が

十
分
に
整
備
さ
れ
た
施
設
で

あ
る
。
宮
崎
県
で
初
開
催
と

な
っ
た
こ
の
ス
ク
ー
ル
に
北

海
道
か
ら
地
元
宮
崎
ま
で
の

全
国
１
２
６
名
の
酪
農
関
係

者
が
こ
の
地
に
集
結
し
た
。

　
初
日
の
開
講
式
で
は
、
中

六
角
会
長
（
岩
手
県
）
か
ら

主
催
者
を
代
表
し
て
地
元
乳

用
牛
改
良
同
志
会
を
は
じ
め

各
関
係
機
関
に
対
す
る
感
謝

の
意
が
述
べ
ら
れ
、
次
に
地

元
乳
用
牛
改
良
同
志
会
の
今

山
会
長
か
ら
「
畜
産
と
焼
酎

の
街
・
都
城
市
へ
よ
う
こ
そ
。

第

回
全
共
は
開
催
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら

数
多
く
の
同
志
が
こ
の
地
に

集
ま
っ
た
こ
と
は
と
て
も
感

慨
深
く
、
宮
崎
県
で
初
開
催

と
な
る
ジ
ャ
ジ
ン
グ
・
ス
ク

ー
ル
が
厳
し
い
酪
農
業
界
の

明
日
へ
の
活
力
と
な
る
こ
と

に
期
待
し
て
い
る
」
と
、
力

強
い
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

引
き
続
き
、
宮
崎
県
畜
産
局

畜
産
振
興
課
水
野
課
長
か
ら

歓
迎
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ス

ク
ー
ル
は
開
講
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
の
重
要
な
役
割

を
担
う
パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
ア

ル
タ
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）
細
野

淳
氏
を
招
き
、
今
年
度
か
ら

３
年
間
に
わ
た
り
シ
ョ
ウ
ジ

ャ
ッ
ジ
に
お
け
る
技
術
指
導

を
担
当
す
る
。
ま
た
、
参
加

者
の
審
査
講
評
技
術
に
つ
い

て
評
価
・
助
言
を
行
う
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
は
、
熊
本
県
松

島
喜
一
氏
・
静
岡
県
高
橋
直

人
氏
・
北
海
道
瀬
能
剛
氏
を

招
き
、
４
名
を
代
表
し
て
パ

ネ
ラ
ー
の
細
野
氏
よ
り
ジ
ャ

ッ
ジ
マ
ン
の
役
割
と
審
査
講

評
の
重
要
性
に
つ
い
て
解
説

が
行
わ
れ
た
。

　
開
講
式
の
後
、
今
回
が
初

参
加
の
一
般
ク
ラ
ス
と
学
生

は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
審
査

標
準
・
好
ま
し
い
審
査
手
順

・
審
査
講
評
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
座
学
に
よ
る
研
修
を

行
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ッ
ジ

マ
ン
候
補
・
認
定
ジ
ャ
ッ
ジ

マ
ン
は
審
査
会
場
に
お
い

て
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
未
経

産
１
ク
ラ
ス
・
経
産
２
ク
ラ

ス
の
計
３
ク
ラ
ス
（
４
頭
１

組
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
序
列
付
け
を
行
い
、
答
案

提
出
後
に
指
名
さ
れ
た
受
講

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
序
列
付
け

に
基
づ
き
審
査
講
評
を
行

い
、
最
後
に
パ
ネ
ラ
ー
の
細

野
氏
に
よ
る
模
範
解
答
と
審

査
講
評
が
行
わ
れ
た
。

　
ス
ク
ー
ル
に
併
せ
て
酪
農

講
演
会
を
開
催
。
今
回
は
、

（
一
社
）
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
登
録
協
会
事
業
部
長
の
國

行
将
敏
氏
並
び
に
登
録
課
長

の
門
間
裕
子
氏
を
講
師
に
招

き
、
「
改
良
情
報
の
充
実
と

自
動
登
録
の
推
進
」
と
題
し

講
演
が
行
わ
れ
た
。
特
に
、

自
動
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
や
自

動
登
録
同
時
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
の

推
奨
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
を

有
効
活
用
す
る
た
め
新
た
に

開
発
さ
れ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ

ス
シ
ス
テ
ム
「
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ

Ｓ
」
の
具
体
的
な
活
用
方
法

な
ど
、
同
協
会
が
血
統
登
録

牛
に
提
供
可
能
な
各
種
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ

れ
た
。

　
２
日
目
は
早
朝
か
ら
特
設

審
査
場
で
受
講
生
全
員
が
計

４
ク
ラ
ス
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
未
経
産
２
ク
ラ
ス
・
経
産

２
ク
ラ
ス
）
の
研
修
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
未
経
産
・
経

産
の
各
ク
ラ
ス
上
位
２
頭
を

出
品
し
、
個
体
ク
ラ
ス
と
は

異
な
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
決
定
審
査
の
進
め
方

や
、
審
査
講
評
は
も
ち
ろ
ん

主
催
者
や
出
品
関
係
者
へ
の

謝
辞
等
、
そ
の
共
進
会
を
締

め
る
ま
で
が
ジ
ャ
ッ
ジ
マ
ン

の
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と

等
の
解
説
が
丁
寧
に
行
わ
れ

た
。

　
最
後
に
、
中
六
角
会
長
か

ら
パ
ネ
ラ
ー
の
細
野
氏
を
は

じ
め
、
審
査
講
評
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
素
晴
ら
し
い
供
試
牛

を
準
備
い
た
だ
い
た
地
元
乳

用
牛
改
良
同
志
会
に
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
ス
ク
ー
ル
は
閉

講
し
た
。

中六角会長

前田会長


